
「公共交通の利用促進と地域内交通の整備に関する手引き」に係る 

地域説明会の開催結果について 

 

令和３年６月に、平塚市自治会連絡協議会定例役員会にて、「公共交通の利用促進と

地域内交通の整備に関する手引き（概要版）」について、今後地区ごとに説明会を開催

することを周知しました。 

昨年度、市内２地区（城島地区、岡崎地区）の自治会長を対象に説明会を開催し、今

年度は新たに市内２地区（金目地区、豊田地区）にて開催しましたので報告します。 

 

◎説明概要 

・手引き（別添資料）について、既存公共交通の利用促進など概要を説明 

・身近な交通の課題や困りごとについて、手引きを参考にしながら、地域での話し合い

を通じて、市交通政策課に相談いただきたい。 

 

◎各地区からの主な意見 

＜令和３年度＞ 

（１）城島地区（令和３年 10月） 

   ・市民病院へ行くために、平塚駅でバスを乗り継ぐ必要があり、不便を感じる。

（派生的にシャトルバスの利用実績等について質問あり） 

   ・小田急線伊勢原駅を利用する住民が多い。現在、１時間に１本程度の便数であ

り、バスの本数が増えないと利用者も増えないと思う。 

   ・免許返納したいと考えてはいるが、バス料金が高いため躊躇してしまう。 

（２）岡崎地区（令和３年 11月） 

   ・コミュニティバスや乗合タクシーは、利用人数が確保できないため、導入は難

しいと感じている。 

   ・地区内のバス路線は充実している方だと認識している。高齢者等のバス停まで

の移動が課題。 

   ・矢崎バス停まで出ないと平塚駅行バスに乗車できないことや伊勢原市の東海大

学医学部付属病院や伊勢原協同病院へ直行するバスがないことに不便を感じる。 

＜令和４年度＞ 

（１）金目地区（令和４年６月） 

 ・100～200ｍ程歩けばバス停はあるが、市役所や病院へダイレクトに向かう経路が

無いため、新規に路線運行してほしい。 

・東海大学の掲示門前を経由して平塚駅に向かうバス路線ができたが、途中バス停

を増やしたりという考えはないか。いくつか途中バス停が増えれば、利用者も増え

るのではないか。 

（２）豊田地区（令和４年７月） 

  ・バス停まで遠いという声はある。病院などへ行きたいという声はあった。 

・バス停に屋根がないのはかわいそうだ。雨の日にずぶ濡れになってバスを待って

いる人がいる。 

・豊田本郷と国道 129 号の東西間を行き来する時に困る。バスが通ってないから、

市民病院に通うことになった場合、足に困ってしまう。 

・免許返納した方向けにタクシー券補助を実施したらどうか。 

 

以 上  
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